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住友銀行における収益性と公共性







お わ り に
は じ め に一一問題の所在――
ゲーテは,その著『ファウスト』のなかで,激しく現世にしがみつこうとする自分と,俗世をの
がれて霊界へ上りたいという自分とに引き裂かれる苦悩を,つぎのように表現している。

























































の電線 (住友電工)に進出し,その関連で鉄銅 (住友金属工業)や石炭 (住友石炭)をおこし,銅
































































































































































































ユG   
三菱










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1981.3 1982.3 1983.3 1984.3 1985.3
一人当り預金 1,098 1.270 1,561
一店舗当り預金 50,294 70,857 761074 83,924 97,237
一人当り貸出 i029
一店舗当り貸出 401372 47,034 50,629 55,078
(出所)銀行時評社編『住友銀行の強さ』銀行時評社,1986年,46ページ。


















































































































































































































































1982.3  1984,3  1985.3  1986.3  1987.3  1988.3  1989,3
経 常 利 益
営 業 利 益
有価証券関係損益
当 期 利 益
1,051① l,673① l,584① l,572① l,81l④ 2,885②4,167①
l,052①と,501① l,349① l1340① l,770② l,739②2,690①
∠ゝ1     172     235     231      41   1,146   1,477









































































































































































































鳥取大学教育地域科学部紀要 地域研究 第 1巻 1第2号 12000)     41
第1条,我営業は信用を重んじュ確実を旨とし,以て一家の強回隆盛を期す。
第2条,我営業は時勢の変遷,理財の得失を計リーォ弛張興廃することあるべ.しと雖も,芍くも浮利に
走り軽進すべからず (前掲『住友銀行百年史』2ペー ジ参照)。
バブル期イこは,この「肴くも浮利に走り軽連すべから―ず」の精神に反して,浮オUに走つた住友銀行の
姿が大きく浮きは,になる。
(23)金融機関の公共性や社会的1責任については,藤田安―「現代における金融機関の公共性と社会的責任
に関する一考察」F生活経済学研究』第12巻,1996年12月,同「現代金融機関におけ/p効率性と公共性」
『鳥取大学教育学部研究報告』(人支,社会科学)第46巻第2号,1"8年12月,同「現代金融機関の社
会的責任J『鳥取大学教育学部研究報告』(大文・社会科学)第47巻第1;/1990年8月参陥
(24)1錦9年7月呟3目,金融―監督庁公表α
(1999年10月-27日受理)

